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２
月
５
日
、
第
45
回
松
島
か
き
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
瑞
巌
寺
本
堂
で
か
き
供

養
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
会
場
と
な
っ
た
松
島
海

岸
グ
リ
ー
ン
広
場
で
は
剥
き
身
の
牡
蠣
や
殻

付
き
牡
蠣
を
買
い
求
め
る
人
で
長
い
列
が
出

来
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
牡
蠣
汁
や
蒸
し
牡
蠣

な
ど
の
、
牡
蠣
を
使
っ
た
様
々
な
料
理
を
楽

し
む
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
宮
島
（
広
島

県
廿
日
市
市
）
と
天
橋
立
（
京
都
府
宮
津
市
）

に
よ
る
日
本
三
景
合
同
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
紹
介
や
記
念
品
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

　

２
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
松
島
海
岸

商
店
街
を
中
心
に
「
宮
城
ま
る
ご
と
ほ
ろ
酔

い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
商
店
や

飲
食
店
を
ま
わ
り
、
様
々
な
銘
柄
の
日
本
酒

を
飲
み
比
べ
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
回
は
20
種
の
銘
柄
が
用
意
さ
れ
、
参

加
者
は
ま
ち
歩
き
と
利
き
酒
を
楽
し
み
な
が

ら
冬
の
松
島
を
満
喫
し
ま
し
た
。

第
45
回
松
島
か
き
祭
り

宮
城
ま
る
ご
と
ほ
ろ
酔
い
ま
つ
り

松
島
を
「
食
」
で

　
　
　 

楽
し
む
！
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ど
ん
ぐ
り
松
ち
ゃ
ん
も

　

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
！

松
島
観
光
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ど
ん
ぐ
り

松
ち
ゃ
ん
も
生
ま
れ
変
わ
り
、
松
島
か
き
祭

り
の
会
場
に
出
現
し
、
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

●
好
き
な
食
べ
物　

牡
蠣
と
ご
は
ん

●
好
き
な
場
所　

２
６
０
余
り
の
島
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
松
島
湾

●
身　
　
　
　

長　

１
８
０
ど
ん
ぐ
り

〜
な
ぜ
『
ど
ん
ぐ
り
』
な
の
か
？
〜

　

童
謡
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
を
作
詞
し

た
青
木
存
義
（
な
が
よ
し
）
さ
ん
が
松
島
町

幡
谷
出
身
だ
か
ら
。
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

　

２
月
３
日
各
幼
稚
園
で
「
豆
ま
き
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
節
分
の
お
話
し
を
先
生
か
ら
分
か
り
や
す

く
教
え
て
も
ら
い
、「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
元
気

い
っ
ぱ
い
豆
ま
き
を
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に

各
ク
ラ
ス
で
「
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
心
の
中

に
は
、
ど
ん
な
鬼
さ
ん
が
い
る
か
な
」
と
考
え
な
が

ら
一
生
懸
命
お
面
や
豆
を
入
れ
る
枡
を
作
り
、
当
日

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
作
っ
た
お
面
な
ど
の
紹
介
や

「
お
こ
り
ん
ぼ
う
お
に
さ
ん
を
や
っ
つ
け
た
い
」
と
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
豆
ま
き
の
歌
を
歌
っ

た
り
鬼
の
パ
ン
ツ
の
ダ
ン
ス
を
踊
る
な
ど
、
み
ん
な

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

各
幼
稚
園
で
「
豆
ま
き
会
」

　

１
月
15
日
か
ら
29
日
、
品
井
沼
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
「
第
３
回
品
井
沼
笑
（
絵
）
手
紙
・

写
真
展
示
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
「
地
域
と
人
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
」、「
こ

こ
ろ
が
ほ
っ
こ
り
す
る
」
企
画
を
幡
谷
と
上
竹
谷

の
関
係
ス
タ
ッ
フ
が
３
年
前
か
ら
始
め
た
行
事
で

す
。
第
五
小
学
校
児
童
・
教
職
員
・
保
護
者
・
地

域
の
方
々
が
描
い
た
絵
手
紙
や
、
写
真
２
０
０
点

の
展
示
が
あ
り
、
来
場
者
は
展
示
物
を
見
て
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
企
画
と
し
て
、
第
五
小
学
校
児
童
の
毛
筆

に
よ
る
創
作
作
品
も
展
示
さ
れ
、
期
間
中
多
く
の

方
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
品
井
沼

笑（
絵
）手
紙
・
写
真
展
示
会

▲第一幼稚園▲第二幼稚園

▲第五幼稚園

　

２
月
２
日
に
松
島
町
役
場
で
、
町
と
佐
川
急
便

株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
社
長
本
村
正
秀
）
と
の

包
括
連
携
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
携
す
る
項
目
は
、
災
害
時
の
物
資
輸
送
な
ど

の
災
害
対
策
を
は
じ
め
、
地
域
医
療
・
見
守
り
や

観
光
支
援
、
交
通
安
全
、
そ
の
他
地
域
活
性
化
に

関
す
る
事
項
等
で
す
。

　

互
い
の
経
験
な
ど
を
活
か
し
て
、
広
い
分
野
で

協
力
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
社
会
的
課
題
の
解
決
、
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。

佐
川
急
便
株
式
会
社
と
の

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

▲佐川急便株式会社　南東北支店　支店長　梅木　淳 様
 （写真左）と協定書を取り交わしました。
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〈　寄　付　・　寄　贈　〉
社会福祉協議会へ
寄付
　　木村　正明　様　　　　　　　　　　　　１００，０００円　

町の人口
２月１日現在住民基本台帳
（）は前月比

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，４５２ 人  
６，８５０ 人  

１３，３０２ 人  
５，７１２世帯  

（  ー １４ 人   ）
（  ー　５ 人   ）
（  ー  １９ 人   ）
（ ー   ８ 世帯）

　

令
和
４
年
度
も
未
就
学
児
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
中
は
松
島
運
動

公
園
等
で
「
か
ら
だ
づ
く
り
・
ボ
ー
ル
遊
び
運

動
」
を
実
施
し
、
７
月
と
８
月
は
、
松
島
町
温

水
プ
ー
ル
「
美
遊
」
で
「
水
慣
れ
教
室
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
こ
ど
も
た
ち
は
回
数
が
増
え
る
た

び
に
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
い

ろ
い
ろ
な
事
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告

未
就
学
児
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は
誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送り
しています。ぜひご応募ください。

令和４年３月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃん
を紹介します。

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先　企画調整課　
　　　　　☎３５４‐５７０２

　

こ
ば
や
し

し
ょ
う

小
林　

奨
く
ん

令
和
４
年
３
月
22
日
生
ま
れ　

次
男（
高
城
）

お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
な
わ
ん
ぱ
く
ボ
ー
イ
☆

た
け
か
わ

竹
川　

紬
希
ち
ゃ
ん

令
和
４
年
３
月
３
日
生
ま
れ　

次
女（
竹
谷
）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
癒
し
系
末
っ
子
で
す

つ
む
ぎ

や
ぎ

そ
う
す
け

八
木　

奏
輔
く
ん

令
和
４
年
３
月
３
日
生
ま
れ　

長
男（
高
城
）

こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
元
気
に
過
ご
そ
う
ね

　

１
月
８
日
・
９
日
に
開
催
さ
れ
た
「
２
０
２

３
Ｊ
Ａ
全
農
杯
全
国
小
学
生
選
抜
サ
ッ
カ
ー
Ｉ

Ｎ
東
北
宮
城
県
予
選
」
に
マ
リ
ソ
ル
松
島
ジ
ュ

ニ
ア
の
５
年
生
以
下
の
選
手
達
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

６
年
生
に
続
い
て
良
い
結
果
を
残
そ
う
と
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
見
事
準
優
勝
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
・
５
日
に
福
島
県
相
馬
市
で
開
催

さ
れ
る
東
北
大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

マ
リ
ソ
ル
松
島
ジ
ュ
ニ
ア
が

　
　
　
　
　

準
優
勝
し
ま
し
た
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転出される皆さんへ
お忘れにならないようにご注意ください。　●受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分

転　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

転出手続き方法・持参する物 窓　　口

町民福祉課
町民サービス班
☎３５４-５７０５

【住所異動】転出する１４日前から手続き（転出証明書の発行）ができます。
　①身分証明書※　
　※身分証明書は、免許証・パスポート・マイナンバーカードなど顔写真があるものは
　　１点、保険証・年金手帳・学生証など顔写真がないものについては２点持参ください。
【国民健康保険】　①国民健康保険証　②マイナンバーカードまたは通知カード
【後期高齢医療】　①後期高齢者医療被保険者証　

【障害者医療費助成】　①受給者証　②印鑑
【子ども医療費助成】　①受給者証　②印鑑
【児童手当】　
【児童扶養手当】　①手当証書　　【母子・父子家庭医療費助成】　①受給者証

【介護保険】介護認定を受けている方には受給資格証明書を発行します。
　介護認定を受けていない方は、役場窓口へ介護保険被保険者証をお返しください。
【精神保健福祉手帳】
【自立支援医療】
　施設入居のため転出される方は、健康長寿課までお問い合わせください。

【軽自動車税】住所変更の手続きが必要です。
・松島ナンバーの場合　財務課税務班
・宮城ナンバーの四輪、１宮城ナンバーの二輪の場合　宮城県軽自動車協会　☎３８８-６０３３
・宮ナンバー、宮城ナンバーの二輪の場合　東北運輸局宮城運輸支局　☎０５０-５５４０-２０１１

【町営住宅】転出する１０日前までに町営住宅明渡届出書に記入し、右記窓口まで提出してください。

【松島町小中学校から転校】
　住民登録の際発行された「住民異動届」を持ち松島町教育委員会において手続きをしてく
　ださい。その後、在学していた学校から受け取った「在学証明書」と「教科書給与証明書」
　を持ち転出先市町村教育委員会で手続きをしてください。

【水道閉栓（停止）】
　事前に印鑑を持参の上、水道事業所へ来庁し閉栓届を提出してください。
　（電話での受付はしていません）
土曜日、日曜日、祝日は閉栓できませんのでご了承ください。
　※水道事業所は別庁舎（松島浄化センター内）となりますのでご注意ください。

町民福祉課福祉班
☎３５４-５７０６

健康長寿課
（保健福祉センター
どんぐり）
☎３５５-０６６６

財務課税務班
☎３５４-５７０３

建設課管理班
☎３５４-５７１５

教育課学校教育班
☎３５４-５７１３

松島町水道お客様
センター
☎２９０-０００５

引っ越しをする方への住民票の手続きのお知らせ
　進学、就職などで引っ越しをする方は、住民基本台帳法に基づき、転出・転入の手続きを
する必要があります。住民票は、選挙人名簿への登録につながる大切な情報です。忘れずに
手続きをしましょう。
　現在住んでいる寮・アパートなどが住所地になります。詳しくは、総務省のホー
ムページまたは選挙管理委員会事務局までお問い合わせください。
●問合先　選挙管理委員会事務局　☎３５４-５８９３　
 　　　　　総務省　https://www.soumu.go.jp/index.html

▲HP用

町民福祉課
こども支援班
☎３５４-５７９８
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松島町へ転入・町外へ 
毎年この時期には多くの方が入学や就職、転勤などで引っ越しをされます。各種手続きを

転　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入

【住所異動】転入から１４日以内に手続きを行ってください。
　①転出証明書　②身分証明書※　③マイナンバーカード（お持ちの方のみ）　
　※身分証明書は、免許証・パスポート・マイナンバーカードなど顔写真があるものは
　　１点、保険証・年金手帳・学生証など顔写真がないものについては２点持参ください。
【国民健康保険】 ①マイナンバーカードまたは通知カード
【後期高齢医療】 ①前住所地の市区町村が交付した負担区分証明書（県外からの転入の場合）

【身体障害者手帳、療育手帳】　①手帳　②印鑑　③マイナンバーカードまたは通知カード
【障害者医療費助成】 
　①健康保険証　②所得証明書　③受給者名義もしくは保護者名義の通帳　④印鑑
【児童手当】　①受給者の健康保険証　②受給者名義の通帳　③マイナンバーカードまたは通知カード
【子ども医療費助成】　①お子さんの健康保険証　②保護者名義の通帳　③所得証明書

【母子・父子家庭医療費助成】
　①健康保険証　②所得証明書　③受給者名義の通帳
【児童扶養手当】　①手当証書　②マイナンバーカードまたは通知カード

【介護保険】　①受給資格証明書（前住所地の市区町村で要介護・要支援認定を受けていた方）
【妊婦健診・乳児健診】　①母子健康手帳
【予防接種】　①母子健康手帳
【精神保健福祉手帳】　
　①手帳　②マイナンバーカードまたは通知カード　
　※仙台市・県外からの転入の場合　③写真（縦４㎝×横３㎝）　④前回申請時の診断書の写し
【自立支援医療受給者証】
　①受給者証　②身分証明証　
　④マイナンバーカードまたは通知カード　
　⑤更新の場合は前市区町村の課税・非課税証明書が必要です。　⑥健康保険証の写し
　⑦現在の受給者証申請時に提出した診断書の写し（県外からの転入の場合）
　※保健福祉センターは別庁舎となりますのでご注意ください。

【ごみ】指定日を確認のうえ、各地区のごみ集積所へ。分別収集とリサイクルにご協力ください。
【くみ取り】トイレのくみ取りは（協）松島清掃公社　☎３５４-３２０２
【飼い犬】犬を飼われている場合は、犬の登録変更届（転入届）の提出が必要となります。

【軽自動車税】住所変更の手続きが必要です。
　２輪（１２５ｃｃ超～２５０ｃｃ未満）および四輪軽自動車　宮城県軽自動車協会　☎３８８-６０３３
　２輪（２５０ｃｃ～）東北運輸局宮城運輸支局　☎０５０-５５４０-２０１１

【松島町小中学校へ転校】
　住民登録の際発行された「住民異動届」を持ち松島町教育委員会において手続きをして
　ください。在学していた学校から受け取った「在学証明書」と「教科書給与証明書」は、
　転学する学校へ直接提出してください。

【水道開栓（開始）】
　事前に印鑑を持参の上、水道事業所へ来庁し開栓届を提出してください。
　（電話での受付はしていません）
　土曜日、日曜日、祝日は開栓できませんのでご了承ください。
　※水道事業所は別庁舎（松島浄化センター内）となりますのでご注意ください。

転入手続き方法・持参する物 窓　　口

町民福祉課
町民サービス班
☎３５４-５７０５

町民福祉課
こども支援班
☎３５４-５７９８

町民福祉課福祉班
☎３５４-５７０６

健康長寿課
（保健福祉センター
どんぐり）
☎３５５-０６６６

総務課環境防災班
☎３５４-５７８２

財務課税務班
☎３５４-５７０３

教育課学校教育班
☎３５４-５７１３

松島町水道お客様
センター
☎２９０-０００５
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役場１階に受付番号発券機を設置します

　３月１０日㊎から町民サービスの向上を目的として、役場１階町民福祉課町
民サービス班窓口に、受付番号発券機を設置します。
　住民異動の手続きや住民票等各種証明書を申請される方は、記載台に設置の
申請書類に必要事項を記入し、受付番号発券機から番号札をお取りいただいた
のち、窓口職員に申請書類とともに番号札をお渡しください。
　それ以外（マイナンバーカードの交付や更新手続きなど）の方は、番号札を
お取りいただき、窓口職員に番号札を渡し要件をお伝えください。
　順番にお手続きし、番号にてお呼びします。

受付の流れ

　２枚綴りの番号札のうちの１枚を窓口の職員にお渡
しください。
　この際、住民異動の手続きや各種証明書を申請され
る方は申請書類も一緒に渡し、それ以外の方は要件を
お伝えください。

　住民異動の手続きや各種証明書を申請される方は、
申請書類に必要事項を記載します。
　それ以外の方は、【２】に進んでください。

　記載台横に設置した受付用タブレットの「押」ボ
タンを押し、プリンタから出力された番号札を取り
ます。
　番号札は２枚綴りになっています。

　各種手続きが完了しましたら、番号札の番号にて
発券機がお呼びします。
　各種証明書を申請された方は証明書などを受け取
るとともに、内容を確認いただいた上で手数料をお
支払いください。

●問合先　町民福祉課町民サービス班　☎３５４‐５７０５

住民票等がコンビニでも取得できます

▲証明書の取得方法

　松島町では、マイナンバーカードを利用した、住民票の写しや印鑑登録証明書などを全国の
コンビニエンスストアなどで取得できるサービスを実施しています。　　
　役場に行かずとも、自宅や職場近くの店舗で各種証明書が取得でき
便利ですので、ぜひご利用ください。

証明書の取得手順については、コンビニ交付サイトの「証明書の取得方法」をご確認ください。
サービスの利用にはマイナンバーカードが必要です。まだ待っていない方は申請をお願いします。

【１】

【３】

【２】

【４】

お待たせしました。
受付番号○番でお待ちの方、
窓口までお越しください。

9 広報まつしま

健康寿命を延ばしましょう！
　健康寿命とは、｢健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間｣のことです。超高齢化社会の今、単に長生き
するだけでなく、元気で長生きすることが大きな目標になります。

・各種健診や高齢者インフルエンザ予防接種を受ける方は項目別に○を記入してください。
・町の健診を受けない方は受けない理由（番号）を記入してください。

●問合先　松島町健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５‐０７０３

　松島町では、ウォーキングや運動施設の利用、健診受診等でポイント

をためた方に抽選で賞品が当たる｢健康ポイント事業｣を行っています。

　令和４年度はポイント達成者全員に、オリジナルクーラーバックとマ

グボトルをプレゼントした他、下記５名の方が地産地消賞に当選しました。
　ポイントカードは５月号の広報まつしまで

配付しますので、ぜひご参加ください！

☆ウォーキングや運動を行って１００ポイン

　ト貯めると抽選に参加できます。

☆松島町内のウォーキングコースをまとめた

　マップやどんぐりバランス体操のＤＶＤは

　年間を通して配布中ですのでご活用ください。

　＝地産地消賞当選者＝
（手樽）樋　口　　　静　様
（磯崎）小　林　利恵子　様
（本郷）佐々木　明　子　様
（幡谷）佐　藤　伸　枝　様
（幡谷）櫻　井　俊　子　様

松島の地場産品詰め合わせ

○○健康ポイントであなたの健康づくりを応援します！○○ 次回の健康ポイント実施期間は、
５月１日から１０月３１日です

１日１５分ウォーキングするだけでも血糖値の上昇を抑えたり、体力向上、筋力アップに効果があります。まずは歩くことを生活
に取り入れましょう。

●健康づくりをはじめましょう！　

平均寿命

健康寿命

不健康期間

松島町

81.62歳

80.16歳

約17ヶ月

塩釜地区

81.4歳

79.93歳

約18ヶ月

県平均

81.18歳

79.8歳

約16ヶ月

《男性》 《女性》

●松島町の平均寿命と健康寿命（Ｒ３）

平均寿命

健康寿命

不健康期間

松島町

86.13歳

82.96歳

約38ヶ月

塩釜地区

86.94歳

83.72歳

約38ヶ月

県平均

87.24歳

84.17歳

約36ヶ月

出典：データからみたみやぎの健康

81.7

H30

83

82

81

80

79

平均寿命（歳） 平均寿命（歳）

《男性》 《女性》

●松島町の健康寿命年次推移　

81.6

80.1

R3

80.1

81.5

R2

80.6

82.1

R1

90

85

80

75
R3

82.9

86.1

R2

83.9

87.3

R1

86.1

89.5

H30

85.8

89.4

80.2
健康寿命（歳）

健康寿命（歳）

■今月中に令和５年度の総合健康診断・高齢者インフルエンザ申込書が世帯毎に郵送されます■

４月２１日㊎までに忘れずにご返送願います
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町
営
バ
ス
運
行
情
報

i
　

３
月
21
日
㊋
（
春
分
の
日
）
に
つ
い
て
は
、
祝
日

ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。　

※
日
曜
日
運
休

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

春
の
火
災
予
防
運
動
を

行
い
ま
す

３
月
１
日
㊌
か
ら
３
月
７
日
㊋
ま
で

　

令
和
４
年
も
建
物
火
災
が
多
く
、
住
宅
火
災
の
早

期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的

に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付
い

た
機
器
を
使
用
し
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
取

り
組
み
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

10
の
ポ
イ
ン
ト

▼
４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
コ
ン
ロ
を
使
う
時
に
は
、
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
付
近
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

　

要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

▼
６
つ
の
対
策

①
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
等
は
、
安
全
装
置
の
付
い
た

　

機
器
を
使
用
す
る
。

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
定
期
的
に
点
検

　

を
行
う
。

③
家
庭
内
の
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
及
び
カ
ー

　

テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
避
難
経
路
と

　

方
法
を
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ

　

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

●
問
合
先

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

i

防
災
行
政
無
線
の
時
報

メ
ロ
デ
ィ
の
運
用
変
更

に
つ
い
て

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
故
障
等
を
早
期
発
見

す
る
た
め
に
、
午
前
６
時
と
正
午
、
午
後
５
時
の
１

日
３
回
、
時
報
の
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
午
の
メ
ロ
デ
ィ
が
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
に
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
㊏
か
ら
正
午
の
メ
ロ
デ
ィ
を
「
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
」
か
ら
松
島
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
童
謡

「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
に
変
更
し
ま
す
。
「
ど
ん

ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
は
松
島
町
幡
谷
出
身
の
青
木
存
義

が
作
詞
し
ま
し
た
。

i

１
分
１
秒
で
も
早
く

到
着
す
る
た
め
に

i
　

救
急
車
を
呼
ぶ
際
に
「
近
所
迷
惑
に
な
る
か
ら
」

等
と
い
っ
た
理
由
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で
来

て
く
だ
さ
い
と
い
う
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
傷
病
者
を
一
刻
も
早
く
医
療
機
関
へ
搬

送
す
る
た
め
、
※
道
路
交
通
法
に
定
め
ら
れ
た
緊
急

自
動
車
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
に
限
ら
ず
、
消
防
車
、
パ
ト
カ
ー
等
の
緊

急
自
動
車
は
緊
急
走
行
の
際
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

赤
色
灯
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

サ
イ
レ
ン
は
安
全
性
確
保
の
為
に
も
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
や
救
急
医
療
は
地
域
の
限
り
あ
る

資
源
で
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
根
拠
法
令

　

・
道
路
交
通
法
施
行
令　

第
13
条　

緊
急
自
動
車

　

・
道
路
交
通
法
施
行
令　

第
14
条　

緊
急
自
動
車

　
　

の
要
件

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
指
令
課

　
　
　
　
　

☎
３
６
１
‐
０
１
１
９　

特
殊
詐
欺
被
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

『
警
察
で
す
。
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
悪
用

れ
て
い
る
の
で
新
し
く
し
た
方
が
い
い
。
古
い
カ
ー

ド
は
こ
ち
ら
で
預
か
り
ま
す
。』『
○
○
デ
ン
キ
で
す
。

あ
な
た
名
義
の
偽
造
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。』

　

特
殊
詐
欺
の
手
口
は
、
年
々
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
自
分
は
大
丈
夫
』
そ
ん
な
方
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま

す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
対
策
が

大
切
で
す
。

　

家
族
で
こ
ま
め
に
連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
「
家
族
の
合
言
葉
」
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

松
島
交
番　

☎
３
５
４
‐
２
０
２
４

i

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
等
調
査
を
実
施
し
ま
す

i

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
の

た
め
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
並
び
に

献
花
台
を
設
置
し
ま
す

i
　

今
年
の
３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

12
年
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の

意
を
表
し
、
地
震
発
生
時
刻
に
合
わ
せ
防
災
行
政
無

線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
１
分
間
行
い
ま
す
。

　

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
悼
み
、
黙
祷
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
災
害
発
生
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
イ
レ
ン
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊
祈
念
碑
前
（
県
営
第

一
駐
車
場
五
大
堂
側
）
に
献
花
台
を
設
置
し
ま
す
。

献
花
は
ど
な
た
で
も
自
由
に
行
え
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
11
日
㊏

・
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　

午
後
２
時
46
分

・
献
花
台
設
置　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

お
知
ら
せ

●
期　
　

間　

３
月
上
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で

●
調
査
世
帯　

１
０
０
世
帯
（
無
作
為
抽
出
）

●
調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
　
　
　
　

※
ご
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

　

松
島
消
防
署　
　
　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
点
検
・
交
換
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

　
　
　
　
　
　

部
予
防
課　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

　
　
　

Ｆ
ａ
ｘ
３
６
５
‐
１
１
９
０

　
　
　
　
　
　

sh
ire
ika
@
sio
syo
u
.jp

朝
の
時
報
を
中
止
し
ま
す

　

午
前
６
時
に
時
報
「
野
ば
ら
」
を
時
報
メ
ロ
デ
ィ

と
し
て
放
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
生
活
様
式

や
働
き
方
の
変
化
を
踏
ま
え
、
朝
の
時
報
を
４
月
１

日
㊏
か
ら
中
止
し
、
正
午
と
午
後
５
時
の
１
日
２
回

と
し
ま
す
。

今
後
の
時
報
メ
ロ
デ
ィ
（
４
月
１
日
以
降
）

・
午
前
６
時　

中
止

・
正　
　

午　

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ

・
午
後
５
時　

夕
焼
け
小
焼
け

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

〈
根
拠
法
令
〉

〈
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
〉

〈
救
急
車
適
正
利
用
〉
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松
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー

広
告
募
集

　

松
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
す

る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.m
iya
g
i-

m
a
tsu
sh
im
a
.lg
.jp
/in
d
e
x.c
fm

/7
,1
8
8
8
2
,2
0
,4
2
1
,h
tm
l

▲HP用

募

３
月
の
ご
み
収
集
に
関
す
る

注
意
点

　

３
月
21
日
㊋
（
春
分
の
日
）
に
つ
い
て
は
、
通
常

祝
日
の
た
め
、
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

・「
松
島
町
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
併
せ
て
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
塩
釜
地
区
り
ふ
斎
苑

ペ
ッ
ト
火
葬
に
つ
い
て

　

塩
釜
地
区
り
ふ
斎
苑
で
は
、
ペ
ッ
ト
の
火
葬
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

予
約
制
で
す
の
で
、
詳
細
は
「
り
ふ
斎
苑
」
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

塩
釜
り
ふ
斎
苑

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
７
５
７
１

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　

（
友
引
日
及
び
１
月
１
・
２
・
３
日
休
苑
）

i
令
和
５
年
度
「
松
島
町
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配
布
し
ま
す

　

令
和
５
年
度
「
松
島
町
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
今
月
号
と
併
せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
各
集
積
所

に
お
け
る
１
年
間
の
収
集
日
に
つ
い
て
、
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏
面
に
は
ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
み
の
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
地
区
ご
と
に
カ
レ
ン
ダ
ー
は
異
な
り
ま
す
。
お
住

　

ま
い
の
地
区
と
異
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
が
配
布
さ
れ

　

た
場
合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

令
和
５
年
度
狂
犬
病

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

今
年
度
も
各
会
場
で
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
ま
つ
し
ま
４
月

号
で
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
該
当
す
る
飼
い
主
の
み
な

さ
ん
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

※
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

予
防
注
射
は
狂
犬
病
を
防
ぐ
た
め
、
毎
年
１
回
受

け
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
飼
い
主

を
明
確
に
す
る
た
め
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２　

i
独
身
男
女
の
皆
さ
ん
！

ジ
ョ
イ
フ
ル
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
独
身
男
女
の
婚
活
を
応
援
す

る
た
め
、
み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

開
催
す
る
も
の
で
す
。
会
員
・
一
般
問
わ
ず
独
身
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
な
の
で
、
興
味
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

３
月
12
日
㊐　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
参
加
条
件　

男
女
共
通
：
40
〜
49
歳

●
定　

員　

各
18
名

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
て
決
定

●
会　

場　

仙
台
市
宮
城
野
区
幸
町
４
丁
目
５
ー
１

　
　
　
　
　

エ
ス
ポ
ー
ル
み
や
ぎ

●
参
加
費　

男
：
４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
：
３
，０
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間　

２
月
12
日
㊐
〜
３
月
５
日
㊐
正
午

●
申
込
・
問
合
先　

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
９
３
‐
４
６
３
８

　
　

ko
n
ka
tu
@
se
in
e
n
ka
ika
n
.o
r.jp

　
（
平
日
・
㊏
・
㊐　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

i

８
名
限
定
！

結
婚（
婚
活
）相
談
会 

in 

松
島

※
事
前
予
約
制

　

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
結
婚
相

談
員
が
松
島
町
を
会
場
に
、
婚
活
や
結
婚
に
関
す
る

こ
と
に
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
11
日
㊏　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

１
階　

　
　
　
　
　

会
議
室
１
、
２

●
対
象
者

　

①
結
婚
を
希
望
す
る
25
歳
か
ら
55
歳
ま
で
の
独
身

　
　

男
女
（
本
人
）

　

②
結
婚
適
齢
者
の
ご
家
族
の
方

●
相
談
時
間　

１
名
あ
た
り
45
分
程
度

●
相
談
料　

無
料

●
定　

員　

８
名
（
要
予
約
・
先
着
順
）

●
申
込
締
切　

３
月
８
日
㊌

●
申
込
・
問
合
先　

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
一
財
）
宮
城
県
青
年
会
館
内

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
９
３
‐
４
６
３
８

　

（
平
日
・
㊏
・
㊐　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

i

高
城
町
駅
周
辺
の

交
通
安
全
に
つ
い
て

　

高
城
町
駅
周
辺
道
路
で
の
車
の
ス
ピ
ー
ド
出
し
過

ぎ
や
駅
付
近
で
の
車
の
駐
停
車
に
よ
り
児
童
・
生
徒
、

歩
行
者
に
危
険
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
お
よ
び
夜
間
に
起
き

て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
て
運
転
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
迎
え
の
際
に
は
駅
向
か
い
の
ロ
ー
タ
リ
ー

を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
規
制（
法
定
）速
度
：
住
宅
街
（
生
活
道
）
は
速
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
㎞
/
h

　

駐
停
車
禁
止
区
域
：
交
差
点
内
と
そ
の
５
m
付
近

●
問
合
先　

建
設
課
建
設
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
９

　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

i
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令
和
５
年
度
高
齢
者
用

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
ご
案
内

　

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
公
費
助
成
対
象

者
は
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い

（
自
費
・
公
費
問
わ
ず
）
左
記
の
年
齢
の
方
で
す
。

　

令
和
５
年
度
は
65
歳
の
方
に
予
診
票
を
送
付
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
対
象
者
で
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
年
齢

　

65
歳
（
昭
和
33
年
４
月
２
日
〜
昭
和
34
年
４
月
１
日
）

　

70
歳
（
昭
和
28
年
４
月
２
日
〜
昭
和
29
年
４
月
１
日
）

　

75
歳
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
〜
昭
和
24
年
４
月
１
日
）

　

80
歳
（
昭
和
18
年
４
月
２
日
〜
昭
和
19
年
４
月
１
日
）

　

85
歳
（
昭
和
13
年
４
月
２
日
〜
昭
和
14
年
４
月
１
日
）

　

90
歳
（
昭
和
８
年
４
月
２
日
〜
昭
和
９
年
４
月
１
日
）

　

95
歳
（
昭
和
３
年
４
月
２
日
〜
昭
和
４
年
４
月
１
日
）

　

１
０
０
歳
（
大
正
12
年
４
月
２
日
〜
大
正
13
年
４
月
１
日
）

●
接
種
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

●
接
種
方
法　

予
め
交
付
さ
れ
た
予
診
票
を
持
参
し
、

　
　
　
　
　
　

指
定
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て
く

　
　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

●
接
種
料
金　

８
，６
７
４
円
（
う
ち
助
成
額
３
，１
７
４
円
）

●
自
己
負
担
額　

５
，５
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者 

無
料
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
場
合
は
前
後

　

２
週
間
は
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ

　

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

i

宮
城
東
部
自
立
支
援
協
議
会

障
が
い
者
差
別
解
消
研
修
会

i
　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
生
す
る
社
会
を
目

指
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
企
業
や
松

島
高
校
の
学
生
が
関
わ
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

講
師
の
講
話
に
交
え
て
紹
介
し
、
障
害
に
対
す
る
差

別
解
消
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
29
日
㊌　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

●
場　

所　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
（
ア
ト
レ
・

　
　
　
　
　

る
ホ
ー
ル
）

●
対　

象　

塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島
町
・
七
ヶ

　
　
　
　
　

浜
町
・
利
府
町
に
お
住
ま
い
の
方
及
び

　
　
　
　
　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

●
申
込
期
限　

３
月
22
日
㊌

●
申
込
先　

地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
（
N
P
О
法
人
さ
わ
お
と
の
森
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
２
‐
５
１
０
１

　
　
　

F
A
X
３
５
２
‐
１
５
０
２

献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

i
　

み
な
さ
ん
に
献
血
い
た
だ
い
た
血
液
は
医
療
機
関

で
治
療
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
29
日
㊌　

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場　

所　

松
島
町
役
場

●
内　

容　

全
血
献
血
（
４
０
０
㎖
の
み
）

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン

で
予
防
で
き
ま
す
。

●
全
国
で
、
毎
年
約
３
千
人
が
子
宮
頸
が
ん
で
亡
く

　

な
っ
て
い
ま
す
。（
※
）

●
発
症
の
ピ
ー
ク
は
20
代
後
半
か
ら
40
代
と
な
っ
て

　

お
り
、
特
に
20
代
〜
30
代
で
発
症
す
る
が
ん
の
１

　

位
は
子
宮
頸
が
ん
で
す
。（
※
）

●
原
因
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
性

　

感
染
で
す
。
喫
煙
に
よ
っ
て
も
子
宮
頸
が
ん
の
危

　

険
性
は
高
ま
り
ま
す
。

●
長
い
期
間
、
感
染
状
態
が
続
く
と
徐
々
に
が
ん
に

　

進
行
し
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で

　

70
％
程
度
予
防
で
き
、
12
歳
か
ら
16
歳
ま
で
に
接

　

種
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
対
象
の
方
に
は
、
３
回
接

　

種
（
約
10
万
円
）
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
の
方
は
す
で
に
予
診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す

　

の
で
、
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
、
他
市
町
村
か
ら
転

　

入
さ
れ
た
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
定
期
接
種
の
中
の

「
Ａ
類
疾
患
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
誰
も
が

　

受
け
る
べ
き
予
防
接
種
で
す
。

（
※
）
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
統
計
資
料
よ
り

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
に
つ
い
て

　

３
月
末
ま
で
町
内
４
医
療
機
関
で
個
別
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
型
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

前
回
接
種
日
か
ら
３
か
月
を
経
過
す
れ
ば
追
加
接

種
が
で
き
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
は
お
早

i

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　

国
で
は
、
３
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定
め
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
の
自
殺
者
数
は
２
１
，５
８
４
人

（
警
察
庁
12
月
暫
定
値
）
と
な
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
受
け
、
困
難
な
期
間

が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。
〝
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
誰

か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
〞

【
主
な
相
談
先
】

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

●
い
の
ち
の
電
話

　

☎
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

　

☎
０
１
２
０
‐
７
８
３
‐
５
５
６

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i
松
島
病
院
産
婦
人
科
外
来

「
子
宮
が
ん
検
診
」

　

子
宮
が
ん
は
若
い
女
性
の
罹
患
率
が
高
く
、
初
期

で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
20
歳

以
上
の
す
べ
て
の
女
性
に
お
勧
め
す
る
が
ん
検
診
で

す
。
何
も
症
状
が
な
く
て
も
受
診
し
、
異
常
の
兆
候

が
な
い
か
、
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
診
察
日　

㊊
〜
㊏
（
㊏
は
午
前
中
の
み
）

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
午
後
は
都
合
に
よ
り
休
診
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
10
月
・
11
月
の
松
島
町
の
子
宮
が
ん
検
診
で
は

受
付
日
・
時
間
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。
ご
確
認

の
上
受
診
な
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
）

●
問
合
先　

松
島
病
院
産
婦
人
科
外
来

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

i

め
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ひ
と
り
１

回
で
完
了
で
す
。

　

４
月
以
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
国
の
方
針
が
示
さ
れ
次
第
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
予
約
・
ご
相
談

　

松
島
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対

　

策
室　

☎
３
５
５
‐
０
６
６
７

●
申
込
・
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３
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自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
受
付

予
備
自
衛
官
補
（
技
能
・
一
般
）

●
応
募
資
格

「
技
能
」
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る
方

募

「
一
般
」
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

※
細
部
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
受
付
期
間　

１
月
10
日
㊋
〜
４
月
６
日
㊍

●
試 

験 

日　

４
月
８
日
㊏
〜
23
日
㊌

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

医
科
・
歯
科
幹
部

●
応
募
資
格　

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

●
受
付
期
間　

２
月
１
日
㊌
〜
６
月
８
日
㊍

●
試 

験 

日　

６
月
23
日
㊎

幹
部
候
補
生
（
第
１
回
）

●
応
募
資
格

「
一
般
・
大
卒
程
度
」
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
見
込
含
）、
修
士

課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
の
方
）

「
一
般
・
院
卒
者
」
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課

程
修
了
者
等
（
見
込
含
）

「
歯
科
・
薬
剤
科
」
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
で
20
歳

以
上
30
歳
未
満
の
方
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
30
歳
未

満
の
方
）

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
４
月
14
日
㊎

●
試 

験 

日　

一
次
試
験
：
４
月
22
日
㊏
・
23
日
㊐

一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
５
月
９
日
㊋

●
試 

験 

日　

１
次
試
験
：
５
月
19
日
㊎
〜
５
月
28
日
㊐

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

技
術
幹
部
・
曹
（
海
及
び
空
）

●
応
募
資
格

「
幹
部
」
大
卒
以
上
の
方
で
、
応
募
資
格
に
定
め
ら
れ

た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、
２
年
以
上
の
業

務
経
験
の
あ
る
方

「 

曹 

」
20
歳
以
上
の
方
で
、
国
家
免
許
取
得
者
等

※
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
５
月
19
日
㊎

●
試 

験 

日

「
幹
部
」
６
月
19
日
㊊

「 

曹 

」
６
月
16
日
㊎

●
問
合
先　

　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地
域
事
務
所

　
（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

令
和
５
年
度
ひ
と
り
親
家
庭

等
就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
等
を
対
象
と
し
た
就
業

支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
連
絡
先
へ
お
申
込
み
下

さ
い
。

●
講
習
名
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会　

ワ
ー
ド
２
０
１
９

　
　
　
　
　

日
曜
コ
ー
ス
」

●
日　

時　

４
月
16
日
か
ら
７
月
16
日
ま
で
の
各
日

　
　
　
　
　

曜
日
14
回

●
会　

場　

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
三
丁
目
７
ー
３
）

●
対　

象　

宮
城
県
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
又

　
　
　
　
　

は
寡
婦
で
全
日
程
受
講
で
き
る
方

●
費　

用　

受
講
料
無
料
（
教
材
費
・
検
定
料
１
６
，

　
　
　
　
　

０
０
０
円
程
度
）

●
託　

児　

３
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
託
児
料

　
　
　
　
　

無
料

●
申
込
期
間　

３
月
１
日
㊌
か
ら
３
月
20
日
㊊
ま
で

●
申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X
に
講
習
名
・

　
　
　
　
　
　

住
所
・
氏
名
・
T
E
L
・
託
児
の
有

　
　
　
　
　
　

無
（
年
齢
）
を
記
入
し
て
、
申
込
先

　
　
　
　
　
　

へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
（
公
財
）
宮
城
県
母
子
福
祉
連

　
　
　
　
　
　
　
　

合
会
（
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

　
　
　
　
　
　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

☎
・
F
A
X　

２
５
６
‐
６
５
１
２

i

松
島
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

経
済
的
理
由
か
ら
就
学
が
困
難
な
方
を
対
象
に
奨

学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
貸
与
金
額

・
高
校
生　

自
宅
通
学
者　
　
　

１
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　
　

２
０
，０
０
０
円

・
大
学
生　

自
宅
通
学
者　
　
　

２
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　
　

３
０
，０
０
０
円

●
償
還
期
間　

松
島
町
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。
学

　
　
　
　
　
　

校
を
卒
業
し
た
翌
年
の
４
月
か
ら
、

　
　
　
　
　
　

期
間
内
（
最
長
６
年
）
に
償
還
し
て

　
　
　
　
　
　

い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間　

３
月
10
日
㊎
ま
で

●
問
合
先　

教
育
課
学
校
教
育
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
３

募
《
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
説
明
会

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象
に
「
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
の
開
催
後
、
希
望
者
を
対
象
に
登

録
申
請
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
登
録
申
請
相

談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　

説
明
会
は
事
前
予
約
制
で
、
各
回
と
も
定
員
（
32

名
）
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●
日　

時　

①
３
月
７
日
㊋　

②
29
日
㊌

　

「
主
に
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
向
け
」

　

・
午
前
10
時
か
ら　

・
午
後
１
時
か
ら

●
申
込
先　

塩
釜
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門　

　
　
　
　
　

☎
３
６
２
‐
２
１
５
２
（
直
通
）

●
会　

場　

塩
竈
市
公
民
館　

大
会
議
室

　
　
　
　
　

塩
竈
市
東
玉
川
町
９
ー
１

i

２
０
２
３
年
度　

国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

（
大
学
卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕

事
を
担
い
、
税
務
署
等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

で
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
生

　

ま
れ
の
者

②
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲

　

げ
る
も
の

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
６
年
３
月
ま

　
　
　

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　
　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
付
期
間 

３
月
１
日
㊌
〜
３
月
20
日
㊊

●
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　
　
　
　
　
　

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
N
A
V
I

（http
s://w

w
w
.jinji.g

o
.jp
/saiyo

/saiyo
.htm

l

）

●
第
１
次
試
験
日　

６
月
４
日
㊐

●
問
合
先　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　
　
　
　

☎
２
６
３
‐
１
１
１
１　

内
線
３
２
３
６

　
　
　
　
　

人
事
院
東
北
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２
２
１
‐
２
０
２
２

募

松
島
町
交
通
安
全
指
導
員
募
集

　

交
通
安
全
指
導
員
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

交
通
秩
序
の
保
持
お
よ
び
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

交
通
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
活
動
内
容　

街
頭
指
導
（
登
校
・
出
勤
時
間　

平

　

日
の
み
月
４
回
程
度
）、
交
通
安
全
教
室
、
各
種
行

　

事
等
に
お
け
る
交
通
指
導
な
ど

●
報　

償　

年
報
償
・
出
動
手
当
支
給

募

●
申
込
期
限　

①
３
月
１
日
㊋　

②
３
月
24
日
㊎

　
　
　
　
　
　

※
説
明
会
は
１
時
間
程
度
を
予
定

●
福
利
厚
生　

傷
害
総
合
保
険
に
よ
る
補
償
あ
り

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

企画調整課　　　　　　　　　☎354-5702

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

3相談合同開催
（人権なんでも相談、

行政相談、消費生活相談）

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

3月7日㊋、4月4日㊋
午前10時～午後3時

こころの相談
（予約制）

ことばの相談
（予約制）

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

3月2日㊍、3月9日㊍
午後2時～午後5時

3月27日㊊
午前11時～午後3時

3月8日㊌、3月22日㊌
午後1時～午後4時

役場会議室

無 料 相 談

3月2日㊍、3月16日㊍
午前10時～午後4時

3月10日㊎、4月14日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

塩釜保健所疾病対策班　　　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

3月1日㊌、3月15日㊌
午前9時～午前11時30分

3月14日㊋
午後1時30分～午後4時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

平日午前9時～午後4時
※要予約（詳細は要問い合せ）

訪問歯科診療の相談窓口

オンライン健康相談

塩釜歯科医師会口腔保健センター
　　　　　　　　　　　　　　☎361-1870

平　日
午前9時～午後4時

塩釜歯科医師会
口腔保健センター

宮城県司法書士会館又は、
電話相談

塩釜保健所

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　　　　☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時
宮城県がん総合支援センター

女性のための女性司法
書士による無料法律相談

宮城県司法書士会館
直接面談する場合の予約電話　☎263-6755
電話相談　　　　　　　　　　☎221-6870

3月11日㊏
午前10時～午後4時

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　　　　　　　　　　☎355-0703

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う　

　

令
和
４
年
４
月
分
か
ら
令
和
５
年
３
月
分
ま

で
の
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，５
９
０
円
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
（
例
え
ば
４

月
分
は
５
月
末
ま
で
）
で
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収
の

手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た

期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が

課
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

※
の
財
産
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て

　

納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及
び
世
帯
主

　

で
す
。

入
会
説
明
会
随
時
開
催
中
！

ま
ず
は
お
電
話
下
さ
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ

現
役
で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人

の
能
力
や
希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な

就
業
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
定
年
後
の
新
た
な
生
き
が
い
の
場
と

し
て
た
く
さ
ん
の
会
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

女
性
会
員
も
掃
除
、
家
事
援
助
、
草
取
り
作
業

な
ど
で
イ
キ
イ
キ
と
就
業
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
入
会
し
仲
間
と
一
緒
に
充
実
し
た

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
主
な
仕
事　

除
草
作
業
、
植
木
剪
定
作
業
、

　

農
作
業
、
土
木
作
業
、
清
掃
作
業
、
家
事
援

　

助
サ
ー
ビ
ス
、
障
子
張
替
、
そ
の
他

※
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
就
業

　

が
で
き
、
就
業
に
伴
う
報
酬
が
得
ら
れ
ま
す
。

（
就
業
は
強
制
さ
れ
ま
せ
ん
）

●
問
合
先　

松
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
４
５
０
５

紫神社氏子青年会様より
寄附金をいただきました
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まちの話題プラス

本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４‐４０３６

《一般書の新着本》

《児童書の新着本》

《図書室からのお知らせ》
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
　新型コロナウィルスの影響や災害・悪天候により、臨時休館
や繰り上げ閉館となる場合があります。
● 休　館　日　月曜日・月曜日が祝日の場合は翌日
　　　　　　　（今月は６日・１３日・２０日・２７日）　　
● 問　合　先　勤労青少年ホーム　☎３５４‐４０３６

納期限にご注意
町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。また、納付が困難な場合
はお早めにご相談ください。
●納期限　３月２７日㊊
・ 国民健康保険税　　　　　　１２期
・ 後期高齢者医療保険料　　　　９期
●納期限　３月３１日㊎
・ 水道料金　　　　　　　　　３月分
● 問合先
・国民健康保険税について
　財務課税務班　　　　☎３５４‐５７０３
・後期高齢者医療保険料について
　町民福祉課町民サービス班　☎３５４‐５７０５
・水道料金について
　水道お客様センター　☎２９０‐０００５

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科
午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間
診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

《今月のおすすめ本》

「  汝、星のごとく 」
　　　　　　　  　  凪良　ゆう　著

　風光明媚な瀬戸内の島に育った高校生の暁海(あきみ)と、自由
奔放な母の恋愛に振り回され島に転校してきた櫂(かい)の約１５
年間が描かれる。二人は惹かれ合うが、成長するにつれてすれ違
う。そして結末は・・・。二人それぞれの視点から描かれる切な
くて苦しいが美しい物語。

「 連鎖 」                                                     黒川　博行 著
「 ぼくはなにいろ 」 　  　　　　　　　　       黒田　小暑 著
「 特殊清掃人 」　　　　　　　　  　              中山　七里 著
「 究極の疲れない脳 」 　　　　　　　   内野　勝行　ほか 著
「 やる気1％ごはん 」                              まるみキッチン 著

「 みんなの津波避難２２のルール 」  　　        　永野　海 著
「 オリーとはるかぜのまほう 」ニコラ・キルン 作／増子 久美 訳
「 ひなまつりセブン 」 もとした いづみ 作／ふくだ いわお 絵
「 はじめてであう古事記 上・下 」          西田 めい 編／中島 梨絵 絵
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

 

≪話題の本≫

寄贈いただきました
　（株）松島電工様より、松島第一小学校へ避難誘導灯
７台及び、デジタル住宅地図を寄贈いただきました。

　２月１日に紫神社氏子青年会様より１月１４日開催の
紫神社どんと祭チャリティーどんとクジに係る寄附金を
いただきました。今後、教育活動に役立てていきます。　

選挙啓発標語で町内小学校児童が
佳作を受賞

　第１５回明るい選挙啓発標語作品募集において、松島
第五小学校５年生後田久瑠実さんの作品「忘れないでく
ださい　選挙権のない私達が見ていることを」及び、松
島第二小学校３年生近藤唯人さんの作品「せんきょ行こ
う、大人のぼくにも　言いたいな」が佳作を受賞しまし
た。
　町では、今後の選挙においてこの標語を選挙啓発に役
立てて行く予定です。

【監査委員再任】丹野和男さん（幡谷）
　２月１５日、丹野和男さん（幡谷）
が、監査委員に再任されました。
　監査委員は、町の財政に関する
事務について、法令に違反してい
ないか、効率的に行われているか
を監査します。また、町民の方々
に対して、監査の結果を知らせる
重要な役割を担います。 ▲丹野和男さん（幡谷）

　に委嘱状が交付さ
　れました

歯科休日診療３月の納期限
☎366-4481
☎357-1727
☎767-5650
☎366-2385
☎366-6400

藤原歯科
うじいえ歯科医院
利府こども歯科大人歯科
皆川歯科医院
はぎわら歯科医院

㊐
㊐
㊐
㊋・㊗
㊐

3月  5日
3月12日
3月19日
3月21日
3月26日

多賀城市伝上山2-31-45
宮城郡七ヶ浜町湊浜字入生田90-4
宮城郡利府町新中道3-1-1 イオンモール新利府南館
塩竈市本町8-2
多賀城市町前3-1-17
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

文
化
財
の
調
査
・
研
究
12　

松
島
町
内
外
の
契
約
講

松
島
れ
き
し
再
発
見
講
座Lesson6

―

北
部
に
残
る
古
代
の
足
跡―

を

開
催
し
ま
す

●
講
座
内
容

「
蝦
夷
穴
横
穴
墓
に
み
る
ヤ
マ
ト
王
権
の
東
北
支
配

　

ー
大
化
の
改
新
の
頃
の
松
島
地
域
ー
」

　

講
師
：
佐
藤
敏
幸
氏
（
東
北
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

●
日　

時　

令
和
５
年
４
月
15
日
㊏

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館　

研
修
室

　
　
　
　

（
松
島
町
磯
崎
字
浜
１
の
２
）

●
定　

員　

40
名
（
先
着
順
）

●
申
込
開
始　

３
月
７
日
㊋

●
申
込
・
問
合
先　

教
育
課
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４‐
５
７
１
４

募

 　 　

　

契
約
講
は
東
北
地
方
南
部
に
お
け
る
一
般
的
な
住
民
の
生
活
互
助
協
力
組
織
で
す
。
そ
の
多

く
は
集
落
や
町
内
を
単
位
と
し
た
「
村
寄
合
」
の
組
織
で
、
現
松
島
町
域
の
各
地
区
（
松
島
・

高
城
・
磯
崎
・
根
廻
・
初
原
）
で
は
葬
式
手
伝
い
を
主
な
任
務
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

契
約
講
に
関
連
す
る
資
料
は
そ
の
地
域
の
人
々
の
生
活
が
分
か
る
非
常
に
貴
重
な
文
化
財
で

す
が
、
講
の
解
散
に
伴
っ
て
散
逸
・
廃
棄
さ
れ
る
危
機
に
瀕
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
関
連

資
料
の
調
査
及
び
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行
い
、
「
記
録
」
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
観
瀾
亭
松
島
博
物
館
ミ
ニ
企
画
展
「
松
島
町
の
契
約
講
」
（
令
和
4
年
9

月
〜
11
月
開
催
）
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
宮
城
県
内
外
の
契
約
講
（
及
び
契

約
講
以
外
の
住
民
互
助
組
織
）
に
関
す
る
情
報
を
募
集
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
回
答
か
ら
、

県
内
で
は
美
里
町
や
南
三
陸
町
歌
津
、
旧
鳴
瀬
町
、
岩
沼
市
、
丸
森
町
な
ど
で
契
約
講
が
存
在

し
た
こ
と
、
丸
森
町
の
契
約
講
は
現
在
で
は
法
人
化
し
地
域
振
興
・
互
助
を
行
う
組
織
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
で
は
「
班
」
と
呼
ば
れ
る
住
民

互
助
組
織
が
あ
り
、
松
島
町
内
の
契
約
講
と
同
様
に
葬
式
の
際
の
手
伝
い
な
ど
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
は
地
域
・
内
容
共
に
ご
く
限
ら
れ
た
情
報
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
折

に
触
れ
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
地
域
ご
と
の
特
色
や
動
向
が
見
え
、
松
島
町
内
の
契
約
講
を

知
る
上
で
も
貴
重
な
情
報
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
企
画
展
の
開
催
を
き
っ
か
け
に
、
松
島
海
岸
周
辺
で
組
織
さ
れ
て
い
る
契
約
講
「
舟
玉

講
」
の
役
割
や
運
営
等
に
関
す
る
情
報
も
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
教
育
委
員
会
で
は
、
す
で
に
解
散
し
た
契
約
講
、
あ
る
い
は
現
存
し
て
い
る
契
約
講

に
つ
い
て
調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
情
報
や
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
合
・
情
報
提
供
先
：
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員
：
泉
田
）

ふ
な
だ
ま

 　 　

U
R
L: https://w

w
w
.

facebook.com
/

sandouichi/

瑞
巌
寺
杉
道
市
を
開
催
し
ま
す

　

瑞
巌
寺
参
道
で
、
政
宗
公
の
祥
月
命
日
・
延
命
地

蔵
の
縁
日
で
あ
る
毎
月
24
日
の
直
近
の
日
曜
日
に
開

催
す
る
手
づ
く
り
市
で
す
。
県
内
の
乾
物
・
野
菜
の

生
産
者
や
雑
貨
制
作
者
を
中
心
に
10
数
店
舗
出
店
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
実
施
を
し
ま
す
が
、
県

内
の
感
染
状
況
な
ど
に
よ
り
、
急
遽
開
催
を
中
止
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

３
月
26
日
㊐ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

瑞
巌
寺
前
道
路

●
そ
の
他　

詳
細
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
ん
ど
う
い
ち

移
住
希
望
者
が
町
内
の
空
き
家
・

空
き
店
舗
を
探
し
て
い
ま
す
！

　

近
年
、
移
住
希
望
者
か
ら
購
入
ま
た
は
賃
貸
可
能

な
町
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
情
報
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の 

「
空
き
家
バ
ン
ク
」 

を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。（
居
住
が
困
難
な
物
件
等
に
関
し
て
は
、
掲
載

を
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

 

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
掲
載
に
係
る
手
続
き
等

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
】

h
ttp
s://w

w
w
.to
w
n
.m
iya
g
im
a
tsu
sh
im
a
.

lg
.jp
/in
d
e
x.c
fm
/1
2
.0
.4
6
.4
4
3
.h
tm
l

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

i
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
に
係
る

地
域
住
民
へ
の
説
明
に
つ
い
て

i
　

太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
施
工

事
業
者
が
地
域
住
民
に
対
し
計
画
段
階
か
ら
説
明
し

合
意
形
成
を
図
る
よ
う
、
経
済
産
業
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
住
民
へ

の
説
明
不
足
が
原
因
で
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
事
例

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
地
域
住
民
へ
の
説
明
を
徹
底
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
土
地
の
所
有
者
の
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
工
事
を
依
頼
さ
れ
る
際
、
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
U
R
L
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://w

w
w
.e
n
e
c
h
o
.

m
e
ti.g
o
.jp
/c
a
te
g
o
ry/

sa
vin
g
_a
n
d
_n
e
w
/sa
ie
n
e
/

ka
ito
ri/fit_n

in
te
i.h
tm
l

●
こ
の
記
事
に
関
す
る
問
合
先

　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

▲経済産業省
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２
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

米
寿
お
め
で
と
う

◆
堺　
　

瑞
子 　

（
磯
崎
）　

◆
田
代　

勝
雄 　

（
磯
崎
）

◆
三
浦　

一
郎 　

（
高
城
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
米
寿
は
町
内
在

住
５
年
以
上
、
白
寿
は
町
内
在
住
10
年

以
上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初
日
に
松
島

町
住
民
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

体
力
・
免
疫
力
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　

コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

全
２
回
の
コ
ー
ス
で
、
食
事
と
運
動
か
ら
体
力
、

免
疫
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、

お
う
ち
で
も
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

①
３
月
３
日
㊎
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

　

場　

所
：
高
城
避
難
所
（
J
A
３
階
）

　

講　

師
：
N
P
O
法
人
ハ
ッ
ピ
ィ
ー
ト
大
崎

　
　
　
　
　

管
理
栄
養
士　

千
島
優
子
先
生

　

内　

容
：
体
力
・
免
疫
力
ア
ッ
プ
〜
食
事
編
〜

②
３
月
13
日
㊊
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　

場　

所
：
高
城
避
難
所
（
J
A
３
階
）

　

講　

師
：
s
t
u
d
i
o　

ビ
ッ
ト
バ
レ
ー

　
　
　
　
　

合
同
会
社

　
　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士　

渋
谷
祐
子
先
生

　

内　

容
：
体
力
・
免
疫
力
ア
ッ
プ
〜
運
動
編
〜

※
水
分
補
給
の
飲
み
物
（
水
ま
た
は
お
茶
）
を
持

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
運
動
し
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
で
起
こ
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３　

★
限
定
20
名

　ヘルスメイト松島（松島町食生活改善推進員会）では、毎月の定例会をはじめとしておやこの食育教室や男性のための料理教
室など地域で食育を広める活動をしています。一緒に活動してみませんか？

　１月の定例会では、みそづくりを行いました。「みそを手作りするのははじめて」という会員がほと
んどでしたが、JA女性部に所属している会員に教えてもらいながら、楽しく行うことができました。
作ったみそは秋頃まで熟成させます。手作りしたみそを味わうのが待ち遠しいです。
　定例会では、町の保健師・栄養士や外部講師による講話や調理実習、運動などの研修を行っており、
食育や健康づくりについて学ぶことができます。

　今年度はコロナ禍になってはじめて、地域で料理教室を行うことができま
した。昨年１２月に実施した松島ウォーキング会での料理教室や、元気塾で
の低栄養予防講習会では、調理に慣れていない方でもヘルスメイトと一緒に
楽しく行うことができ、「また参加したい」と好評でした。

～定例会の様子～

～地域での活動の様子～

　性別や年齢、料理経験の有無は問いません。食や健康に興味のある方、ヘルスメイトとして一緒に活動してみませんか？
詳しくは下記までお問い合わせください。
●活動内容　定例会（毎月第４金曜日）、地域での食育活動など
●会　　費　２,０００円（１年分）　●問合先　健康長寿課健康づくり班（松島町保健福祉センターどんぐり）　☎３５５-０７０３

～ヘルスメイトとして一緒に活動しませんか？～

活動内容を

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

①
３
月
７
日
㊋　

午
前
８
時
40
分
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
町
民
バ
ス

◆
髙
橋　
　

江 　

（
高
城
）

◆
嶺
崎　

ス
ミ
子 

（
磯
崎
）

◆
大
谷　

キ
ヨ
ミ 

（
磯
崎
）

　
　
　
　
　
　

〜
三
十
刈
駐
車
場
〜
観
瀾
亭

　
　
　
　
　
　

〜
新
富
山
〜
文
化
観
光
交
流
館

②
３
月
15
日
㊌　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
元
手
樽

　
　
　
　
　

（
「
風
ま
か
せ
」
に
て
昼
食
）

　
　
　
　
　
　

〜
文
化
観
光
交
流
館

　
　
　
　
　
　

※
歩
か
な
い
方
は
昼
食
場
所
の

　
　
　
　
　
　

「
風
ま
か
せ
」で
合
流
し
ま
す
。

　

経　
　

費
：
昼
食
代
（
１
，０
０
０
円
程
度
）

③
３
月
23
日
㊍　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

集
合
場
所
：
文
化
観
光
交
流
館

　

コ 

ー 

ス
：
文
化
観
光
交
流
館
〜
松
島
運
動

　
　
　
　
　
　

公
園
〜
文
化
観
光
交
流
館

④
３
月
31
日
㊎　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

集
合
場
所
：
J
R
高
城
町
駅

　

コ 

ー 

ス
：
J
R
高
城
町
駅
〜
J
R
東
塩
釜
駅
〜

　
　
　
　
　
　

鹽
竈
神
社
〜
J
R
本
塩
釜
駅
〜

　
　
　
　
　
　

J
R
高
城
町
駅

　
　
　
　
　
　

※
鹽
竈
神
社
の
お
花
見
、
藩
有
林

　
　
　
　
　
　
　

山
を
巡
り
ま
す
。

　

経　
　

費
：
４
０
０
円
程
度
（
J
R
往
復
運
賃
）

●
持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物

　
　
　
　
　

・
①
は
町
民
バ
ス
無
料
券
（
70
歳
以

　
　
　
　
　
　

上
の
方
）
と
観
瀾
亭
無
料
券
を
、

　
　
　
　
　
　

④
は
昼
食
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

・
防
寒
対
策
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

雨
天
、
降
雪
、
警
報
発
令
時
は
中
止
。

●
連
絡
先　

千
葉　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
８

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
事
前
に
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

■乳幼児健診のご案内

モグモグ教室
（７～８か月離乳食教室）

午前１０時
～午前１０時１５分

午後０時４５分
　　　　～午後１時

３月　１日㊌

令和３年７月～８月生１歳６か月児健診 ３月　７日㊋

令和４年７月～８月生

３～４か月児健診
午後０時４５分
　　　　～午後１時３月１７日㊎ 令和４年１０月２１日～令和４年１２月１７日生

保健福祉センター
どんぐり

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

※左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
確認書類をお持ちください。

母子健康手帳の交付 保健福祉センター
どんぐり

午前９時３０分
　　  ～午前１１時

３月　６日㊊
２７日㊊
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　就学援助費とは、経済的な理由により学用品費や学校給食費等の支払いが困難なご家庭へ、就学上必要となる経費の一部
を援助する制度です。
●対象となる方
　下記記載の就学援助の要件のいずれかに該当する世帯の方　
 （１）生活保護費の支給を受けている方　（２）生活保護費の停止または廃止のあった方　（３）世帯全員の町民税が非課
　税である方　（４）児童扶養手当の支給を受けている方　（５）国民健康保険税の全額減免又は徴収猶予を受けている方
 （６）国民年金の掛金を減免されている方
●申請手続き
　各小中学校及び教育課学校教育班（役場２階）において配布している「就学援助費受給申請書」を記入いただき、必要書
　類を添付の上、下記まで提出してください。
　・提 出 先　通学している小中学校 又は 役場２階 教育課学校教育班
　・受付期間　３月１０日㊎まで
　　※右記期日を過ぎても受付しますが、申請日の翌月１日からの認定となります。
●必要書類
　１．就学援助費受給申請書
　２．申請理由の証明書類（非課税証明書、児童扶養手当証書等）
　３．り災証明書（東日本大震災により半壊以上となった方で、今回初めて申請する方のみ。）
　　　※コピー可
　　　※申請理由が町民税非課税によるもので、令和５年１月１日時点で松島町に住民登録がある方は、非課税証明書を省
　　　　略できます。
●援助内容　

※学校給食費は認否決定までの間、徴収いたしません。否認定になった場合は、４月にさかのぼって請求となります。
※生活保護費で教育扶助を受けている場合、修学旅行費のみ援助となります。
●問合先　教育課学校教育班　☎３５４‐５７１３

令和５年度就学援助費支給制度のご案内

項　　目

１年 11,630円

学用品費等 新入学用品費
体育実技用
用具（柔道） 学校給食費

修学旅行費
（交通費
・宿泊費
・見学料等）

校外活動費
（交通費
・見学料）

通学に要する
交通費
（公共交通機
　関の定期乗
　車券購入費）

　R5.2現在

13,900円

22,730円

25,000円

54,060円

ー

60,000円

ー

ー

ー

7,650円

ー

給食センター
へ教育委員会
で納入

22,690円

60,910円

(宿泊なし)
1,600円
(宿泊あり)
3,690円

ー

26,180円

小
学
校

中
学
校

２～６年

１年

２～３年

(宿泊なし)
2,310円
(宿泊あり)
6,210円

松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
小学生：冬季１０月～３月 （午後４時３０分まで)
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始
新型コロナウイルス感染予防の為、開館時間を短縮
しています。詳しくは児童館までお問い合せください。

松島町
☎ 354-6888　FAX 355-1022

児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/
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松島町

児童館
だより

３月号

１月11日㊌リズムあそびの会 ２月９日㊍親子ヨガ教室

教室名／イベント名 対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容

■親子教室・イベント等の日程 ✿マークは、乳幼児親子向けのイベントです。　
※新型コロナウイルス等の感染症予防及び感染拡大防止の観点からイベントが中止や変更になる可能性があります。予めご了承ください。

✿★リサイクル広場 参加自由
午前９時
　　　　～午後３時

児童館に集まった洋服などを安価で販売し、収益は児童館のお
もちゃや絵本購入にあて、子ども達がより楽しく児童館で遊べ
るようにしていきたいと考えています。ご協力お願いします。
※松島町婦人会バザーは８日㊌のみ開催です

３月　８日㊌
　　　９日㊍

✿なかよし教室 【登録制】
午前１０時３０分
～午前１１時３０分

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～
３歳児の教室です。

３月２２日㊌

午前１０時３０分
～午前１１時３０分

✿３B体操
※要申し込み

2月20日㊊午前9時～受付開始

２・３歳児親子
定　員　６組

「３B」とは、“ボール”“ベルター”“ベル”の３つの用具を使った
楽しい体操です！親子で楽しく体を動かしましょう！
講師は佐藤多嘉子先生です

３月　７日㊋

午前１０時
～午前１１時３０分

✿どんぐり保健室 ０歳～１８歳までの
お子さまと保護者

松島町の保健師、栄養士とお子様の成長や予防接種、ことば、離
乳食についてお話ししませんか？気軽に遊びに来てください♪３月２０日㊊

午前１０時３０分
　　　～午前１１時

人形劇鑑賞会
※予約不要 乳幼児親子 松島人形劇ピノキオさんの公演です。小さいお子さんも楽しめ

る内容ですので、ぜひ遊びに来てください。３月１５日㊌

午前１０時
～午前１１時３０分

✿赤ちゃんほっとサロン 乳児(０歳)親子
参加自由

初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うこともあるかと思
います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこ
となどお話ししてみませんか？赤ちゃんを囲みながらほっとひ
と息つける時間を過ごしましょう。

３月１４日㊋

午前１０時
　　　　～午後１時

おもちゃ病院
治療が必要な
おもちゃを
ご持参ください

壊れたり動かなくなったりした大切なおもちゃをドクターがお
預かりして、可能な限り原則無料で治療します。症状によって
は一旦お預かりして後日受け渡しになる場合もあります。また、
事前に児童館でお預かりすることも可能です。

３月１１日㊏

✿読み聞かせの会 【登録制】
読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本
や紙芝居、パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

午前１０時３０分
　　　　　～１１時３月１３日㊊

✿リズムあそびの会 【登録制】
ピアノの先生と一緒にリトミックを楽しみます。日々の育児の
ヒントにもなりますよ♪

午前１０時３０分
　　　　　～１１時３月　８日㊌

教室名 対　　象
【定　員】 回　数 時　　間

【開催予定曜日】 内　　　容

■令和５年度　未就学児親子対象年間各種教室募集開始!!　 ３月６日㊊午前９時から受け付け開始します！

✿なかよし教室
令和元年４月２日～
令和３年４月１日生
【定員：１５組】

午前１０時３０分
　　　　　～１１時３０分
　　　 【水曜日】

保育士の先生やお友達と一緒に喜びを共有し、ルールを守るこ
とや集団で遊ぶ楽しさに触れられるよう１年間の保育を計画し
ています。※初回に、１年分の材料代として1,000円集金させ
て頂きます。

月１回

✿読み聞かせの会
おおむね２歳～
【定員：２０組】

絵本や紙芝居、パネルシアターなどの児童文化を親子で楽しみ
ます。

午前１０時３０分～１１時
【月曜日】月１回

✿リズムあそびの会 おおむね２歳～
【定員：１５組】

親子で季節の歌に親しんだり、リズムに合わせて体操をしたり、
楽器に触れたりしながら音楽を楽しみます

午前１０時３０分～１１時
【水曜日】

隔月１回

※１年間の日程は、後日お伝えします。
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